
循環型社会の持続可能な

未来づくりを目指して私たちが今できること
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諏訪湖周クリーンセンター 質問事項 (桑名広域清掃事業組合様)

1 処理方式について

質問 1 どのような地域特性から、 ストーカ方式に決定されたのでしょうか。

回答

･湖周行政事務組合では、 地域特性ではなく、 平成 20 年度に策定された ｢ごみ処理基本

計画｣ に基づき、ストーカ ･炭化 ･ガス化溶融 ･灰溶融の 4 方式を選定し、その後は湖

周地区ごみ処理施設処理方式検討委員会により評価項目ごとに評価を実施し、その結

果を受けて、 ストーカ方式に決定いたしました。

【評価内容等】

焼却 (ストーカ式) については、全国に数多くの施設が建設され、今日まで大きな事故

もなく稼働してきており、実用性、安全性等において優位であると評価し、評価上最も

重みを置いた ｢安全で安定した施設｣ で最高得点となりました。また、焼却 (ストーカ

式)は炉の立上げ時等を除き助燃材の投入の必要がなく、多くの発電も見込めることか

ら、エネルギーの使用量及び回収量の点でも優位と評価しました。唯一、灰の溶融処理

を行わないことで、最終処分量の軽減の観点で他の方式より劣る部分がありますが、こ

れ以外の事項では他の方式との比較の中で平均以上の評価となりました。
4 評価項目全てにおいて平均以上の得点であり、4 評価項目中 3 項目において最高得点

であった焼却 (ストーカ式) が、湖周地区のごみ処理施設の処理方式として最も適して

いると結論付けました。



2 運営状況について

質問 2 発電能力は 2,050k w とありましたが、･新しい施設で発電効率に大きな上下はない

と思いますが、 順調でしょうか。

回答

･･まず、 下表に示しましたのが平成 28 年度の年次計画に基づく電力及び実績値となります。
【H 28年度年次計画】

-
項目 単位 12 月 1月 2月 3月 合計

電力

発電量 磯川W7h 1,338 8 14 704 1,066 3,92 3

使用電力量 M W h 339 298 267 3 18 1,222

送電量 心証内袖 999 5 16 4 37 74 8 2 ,70 1

【H 28年度実績報告】

.
項目 ‐ 単位 12 月 1月 2月 3月 合計

電力

発電量 袋mWi砒 1,40 4 82 8 1,222 849 4 30 3

使用電力量 M W h 377 336 342 32 6 138 1

送電量 蒔川丙街 1,0 13 628 868 5 14 29 2 3

※数値につきましては、 小数点以下省略。
当初の年次計画と比較しますと順調に発電量などは推移していると言えます。

【参考資料】

■循環型社会に適した施設

①発電施設
･高効率な発電設備がごみの持つエネルギーの20%以上を電気として回収します。 (最大発電効率20.5%)
･施設の壁面を利用し、20kwの太陽光発電設備を設置します。
･余剰電力は電力会社に売電し、 C02の低減を通じ、循環型社会の形成に寄与します。

定格発電効率の比較 太陽光発電 "0.2%相当

0%

(発電設備なし》

腿設焼却炉

蒸気タービン

発電効率:14%

環境省基準
高効率ごみ発電施設

諏訪湖間クリーンセンター

　　　

送電量と鱒2低減効果

野 間電力収支 :10･8Gwh 脛 鑿 諦 L 年間Co2削減盂:5'540t‐ 鯛 I(年間送電量一年閭受電疊)
増- “:…

(送電による細裁量‐灯油助燃による発生量)

　　　　　　　 　　　　　　



質問 3 焼却灰はセメント原料等に再利用とありましたが、 順調に再利用されているので

しょうか。

回答
-

･諏訪湖同クリーンセンターでは、 現在、 焼却灰については全量を民間業者に委託をし

て、処理をしていただいている状態です。 ご質問にありますとおり、焼却灰の中でも、
主灰と飛灰に分けて処理を委託しており、 リサイクルをしているのは主灰になりま

す。 主なリサイクルの種別としては、【セメント ･焼成砂 ･溶融】 になります。

･実績としましては、 H 28 年度の主灰の処理量は約 938t (全体 1,315 t ) であり、リサ

イクルの種別としてはセメントが全体の約 49 %、 焼成砂が約 40 %、 溶融が約 11% と

なっております。

･基本的には、 クリーンセンターより出た焼却灰は全量を民間業者に委託していますの

で、 特に委託業者から問題点を指摘いただいてはいないので J順調に再利用されてい

ると解釈しております。


